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主
な
内
容

☆広報きじま平              2～19・30

☆議会だより　           20～23

☆館報生き活き木島平　24～27

☆社協だより　           28～29

☆広報きじま平…………………　2�17・28

　☆議会だより…………………16�21

　　☆館報生き活き木島平……22�25

　　　☆社協だより……………26�27

☆広報きじま平              2～19・32

☆議会だより　　　　　 　　20～21

☆館報生き活き木島平　22～25

☆社協だより　           26～27

☆ふるさと北信濃      28～31

☆広報きじま平              2～19・26

☆館報生き活き木島平　20～23

☆社協だより　           24～25

☆広報きじま平              2～19・28

☆農業委員会だより   20～21

☆館報生き活き木島平　22～25

☆社協だより　           26～27

☆広報きじま平              2～19・34

☆議会だより　　　　　 　　20～25

☆農業委員会だより      26～27

☆館報生き活き木島平　28～31

☆社協だより　           32～33

７年に１度の盛事
　４月 20 日から 22 日まで、西
町の天然寺で７年に１度の北向
厄除観音御開扉の法要が行われ
ました。22 日には稚児練り行列
が行われ、中町の天然寺へ続く
街道は稚児行列や参拝者など、
多くの人々で賑わいました。
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日時　７月 14 日（土）・15 日（日）
会場　旧南部小学校
内容
◇１日目
○特別講演：「日本の農山漁村が輝くとき」
　　　　　　姜

カン

 尚
サンジュン

中さん（東京大学教授）
○分科会：テーマ
　①農山村への人口還流（移住・定住・交流）
　②奥山・里山・里海・集落・日本文化の継承と
　　コミュニティ（集落自治）
　③農林業を基軸とした村の産業（6 次産業）
○交流会
◇２日目
○シンポジウム
　コーディネーター：椎川忍さん
　　　　　　　　　　（総務省自治財政局長）
　シンポジスト：各分科会代表の村長、学識経験者
○被災地村長のリレートーク
○全国村長サミット宣言
※内容等については変更することもあります。
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農村文明塾事務局（教育委員会事務局内）　電話（82）2350

平成24年度『農村文明塾』

◇農村版大学コンソーシアム木島平校
　昨年に引き続き、大学生が農村について実践的に学ぶ「農村版大学コンソーシアム木島平校 ※」を開催し
ます。８月～９月の夏休みを利用し、１週間のプログラムを２回行います。さまざまな大学の学生が集まり、
専門家による講義のほか、集落でのフィールドワークを行い、集落との交流を通して、農村の生活や生業を
学びます。
※「コンソーシアム」には連合という意味があり、「農村版大学コンソーシアム木島平校」とは個別の大学の
　枠を越えて、様々な大学の学生の交流とともに集落の調査を行うものです。

◇村民による「白書づくり」と村民研究員制度
　「農村に住んでよかった」といえる村づくりを進めるためには、村民
一人ひとりが自らの足下を見つめ、将来像を描くことが大切です。村
民による「白書づくり」によって、村民が自らの暮らしと生業の現状
と問題を整理し、その対策や将来への方向性を示すことを目指します。
また、村民研究員制度を設けており、自らの趣味や特技を地域で活か
すことを目的とし、自身の趣味や特技、関心事を高めるための活動を
行っていただきます。「これから趣味や特技をつくりたい」という人や、

「関心事をみんなで調べてみたい」という人の参加も大歓迎です。多く
の方の参加をお待ちしています。

◇その他のプロジェクト
　「森の再生」、「棚田再生」、「教育力再生」の 3 つのプロジェクトの継続に加え、村民の要望などに基づいて、
さまざまなプロジェクトを、村民とともに立ち上げていく予定です。

～自らの足下を見つめよう～

◇農村学講座
　村民を中心に、都市の人も交えて、農村での暮らしや生

なりわい

業の新たな
発見を探るための講座です。8 月～ 12 月にかけて毎月（全 5 回）開催
します。講座は、農村に関わる専門家からお話を聴く「講義」、村内の
自然や文化を現地で学ぶ「現地研修」、農村の伝統技術などにふれ、「も
の」づくりに挑戦する「実習」の 3 つから構成されます。このうち「現
地研修」と「実習」は村民の人を講師に迎えます。「講義」、「現地研修」、

「実習」の何れかに 5 回とも参加された人には、修了証をお渡しします。
３年目を迎える今年度は、これまで以上に村民の人のご意見をテーマ
や講座内容に反映させたいと考えています。部分的な参加も可能なの
で、お気軽にご参加ください。

農村学講座での現地研修
（内山八景を探す）

村民研究員の視察研修
（渡来人文化の見学）

「農村文明」の創生に向けて 23



4

補助金等の名称 補 助 ・ 給 付 の 内 容 補助・給付金額等 担当係

地域発元気づくり支援金
（県からの支援金）

公共的活動又は地域の活性化に資する活動を営む
団体に、発展性のある事業に対して支援金を交付

ハード：２╱３以内
ソフト：10╱10以内

コミュニティ―助成事業補助金
（財団からの助成金）

区などの団体、コミュニティー組織、地域の自主
防災組織等の活動に対する補助

１００～２５０万円
＊一般コミュニティー助成の場合

協働のむらづくり支援金
公共的活動又は地域の活性化に資する活動を営む
団体に、モデル性と発展性のある事業に対して支
援金を交付

ハード：２╱３以内
（４０万円上限）
ソフト：10╱10以内
（２０万円上限）

高齢者にやさしい住宅改修事
業補助金

高齢者が生活する住宅の整備経費を補助
　　　　　　　　　　　　（補助対象要件あり）

補助対象経費７０万円から本
人負担１０％を控除した金額
　（介護保険給付分を含む）

障害者にやさしい住宅改修事
業補助金

障害者が生活する住宅の整備経費を補助
　　　　　　　　　　　　（補助対象要件あり）

補助対象経費７０万円から本
人負担１０％を控除した金額

寝たきり老人、障害者等
紙おむつ補助金

寝たきり老人、障害者が使用する紙おむつ費用を
定額助成(補助対象要件あり)

３,０００円╱月

国民健康保険人間ドック補助金
国民健康保険加入者が受診する人間ドックの費用
を助成

一泊ドック　 ２０,０００円
日帰りドック １０,０００円

後期高齢者人間ドック補助金 後期高齢者が受診する人間ドックの費用を助成
一泊ドック　 ２０,０００円
日帰りドック １０,０００円

高齢者通院交通費助成事業
虚弱老人（介護度１以上）が疾病等の治療で通院
するための費用の一部を助成

通院助成券の発行
（居住地によって発行枚数に相
違あり。ハイヤー又はデマンド
回数券との交換が可能）

障害者日常生活用具給付事業
重度の障害者の自立した日常生活や社会参加を支
援するため、日常生活用具の一部を補助
　　　　　　　　　　　　（補助対象要件あり）

自己負担分１割を控除した金額

障害者更生医療給付金 障害者の更生のための医療費を補助
自己負担分１割（上限額有）
を控除した金額

弱者世帯トイレ水洗化補助金

弱者世帯（70歳以上高齢者世帯・障害者世帯等）
の衛生環境改善のため、下水道加入に伴う改修工
事費のうち、トイレ水洗化係る経費の一部を助成
する。

下水道加入に伴う改修工事費の
うち、トイレ水洗化に係る改修
工事費の５割、５０万円を限度
とする。

福祉医療費給付金
障害者、母子、父子、乳幼児、児童・生徒（中学
３年生まで）の医療費を補助

１診療科５００円を除いた医
療費全額

胃がん・大腸がん・肺がん・子宮がん・乳がん検
診、受診料の負担軽減を図る。

検診料の概ね２╱３を補助
し、個人負担は１╱３

がん検診費用の助成（年齢限定）
乳がん検診及び大腸がん検診
　　　　　　　　(40歳、45歳、50歳、55歳、60歳)
子宮頸がん検診　(20歳、25歳、30歳、35歳、40歳)

検診料の全額補助

不妊治療費補助金
不妊治療を行っている夫婦に医療保険適用外医療
費の50％で１治療10万円限度に最高５年間補助

１０万円上限

高齢者インフルエンザ予防接
種費助成事業

高齢者のインフルエンザ予防接種費の一部を補助
２,０００円の助成
(医療機関窓口負担１，０００円）

ご  存  知  で  す  か  村  の  補  助  金

＊補助金、給付金について紹介します。各補助金等の内容の詳細や申請方法は担当課へお問い合わせください。

企画財政係

福祉医療係

各種がん検診事業

健康介護係
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補助金等の名� 補 助 ・ 給 � の 内 � 補助・給�金額等 担�係

健康管理検診事業 健康管理検診の受診料の負担軽減を図る。 検診料全額村負担

健康介護係

予防接種助成事業
小児用肺炎球菌・ヒブワクチン接種費用の助成
子宮頸がんワクチン接種（13歳～17歳）費用の助成

接種費用の全額補助

名水火口そば振興補助金
そばの生産振興を図るため、農業振興公社及び木
島平生産組合に委託して行う収穫作業費用の一部
を補助

７,５００円╱１０a

農林係

木島平味噌振興補助金
大豆の生産振興と味噌加工品のコスト低減を図る
ため、農業振興公社に委託して行う収穫作業費用
の一部を補助

７,５００円╱１０a

振興作物苗代補助金

村・JAが指定した振興作物の種苗費の一部を補助
　　　　　　　　　　　　　　（補助要件あり）
＊対象作物
アスパラガス、キュウリ、生食用トマト、シャク
ヤク、枝豆､冬至用南瓜、すもも、タラの芽、根
曲り竹根、生姜　ほか

種苗費の１╱６～１╱２
　（作物によって相違あり）

きのこ生産農家等経営安定対
策補助金

菌茸類の生産農家の経営安定を図る。
予算の範囲内で種菌年間購入
費用の１０％

Uターン農業後継者激励金
Uターンして新規に農業に従事する後継者の育成
のため、激励金を支給する。（補助要件あり）

１,０００,０００円╱人

ハウス栽培補助金
特別栽培の推進を図るため、新規にハウス栽培を
行う場合に資材費の一部を補助

対象経費の１╱３
　 （上限１００,０００円）

木島平型住宅建築促進補助金
地域産材の活用による森林整備と木島平型住宅の
建築促進を図るため、建築費の一部を補助

予算の範囲内で補助
　（Ｈ２３予算２００万円）

有害鳥獣被害防止柵購入補助金
有害鳥獣による農作物被害を防止するため、電気
柵購入費の一部を補助

対象経費の１╱２

農地活用係
狩猟免許取得費補助金

狩猟者の育成による有害鳥獣の駆除の推進を図
るため、狩猟免許取得に要する経費を助成

全額村負担

有害鳥獣駆除報奨金

狩猟免許取得者による有害鳥獣の駆除を推進する
ため、駆除者に報償金を支給
＊対象有害鳥獣
ツキノワグマ、イノシシ、ニホンジカ、ハクビシン、タヌ
キ、アナグマ、キツネ、アオサギ、カワウキ、アナグマ、キツネ、アオサギ、カワウ

１,０００円～２０,０００円
　（種類によって相違あり）

生ごみ削減対策補助金
生ごみの削減のため、処理機等の購入費の一部を
補助

購入費の２╱３
      （上限１０,０００円）

環境上下水道係

ごみステーション整備補助金
区が行う資源物回収ステーションの設置費の一部
を補助

１００,０００円/件

若者定住家賃補助金
若者定住促進のため、村内にある賃貸住宅家賃の
一部を補助

月額４０,０００円を超える家賃に
対し、月額１０,０００円以内

住宅耐震診断補助金
住宅の耐震性の向上を図る。
（昭和５６年５月３１日以前に着手した木造１戸建て）

希望者に無料で実施。耐震改
修が必要になった場合は費用
の一部を補助

定住促進中古住宅取得補助金
村内定住促進を目的に、中古住宅購入した人に購
入額の一部を補助（Ｈ２４～Ｈ２７年度に限る）

購入費の１╱３以内
（上限１,０００,０００円）

下水道排水設備改造資金融資
あっせん

下水道への加入促進を図るため融資あっせんを行
い、利子について補給し無利子とする

工事費の９割以内
　　　　（償還１０年以内）

スポーツ選手強化補助金
スポーツ分野で国際的、又は全国的に活躍する者
の強化を図る

対象経費の１／３
　　　（上限：年３０万円）

生涯学習係
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□検診日程表

子宮がん検診
（集団検診）

日　　程 ５月 31 日（木）、６月５日（火）・21 日（木）・22 日（金）
受付時間 午後１時～２時（地区ごとに受付時間があります）
対象年齢 20 歳以上

子宮がん検診
（個別検診）

医療機関 飯山赤十字病院、北信総合病院、すずきレディスクリニック、保倉医院
日　　程 ７月～ 10 月
対象年齢 20 歳以上

 申し込まれた人には後日、必要書類を送付します。

乳がん検診
（超音波のみ）

日　　程 ６月１日（金）
受付時間 予約制のため、決められた時間内にお越しください
対象年齢 30 歳～ 39 歳、75 歳以上

乳がん検診
（マンモグラフィ）

日　　程 ６月 11 日（月）、12 日（火）
受付時間 予約制のため、決められた時間内にお越しください
対  象  者 北部地区及び南鴨・高石・庚地区
対象年齢 40 歳～ 74 歳

＊子宮がん検診（個別検診）以外は、保健センターでの検診になります

【健康介護係】
内線１２４

24 6 1

平成２４年６月１日

※クーポン券発送に合せて受診方法をお知らせします。

まずは１度、受診しましょう
乳がん・子宮がん検診

早期発見が大切
「乳がん、子宮がんは、私には関係ない…」「仕事が忙しくて検診なんて受けていられない」という人はい

ませんか。乳がんは 40 代～ 50 代の働き盛り世代に多く、子宮がんは 20 代～ 30 代の若い世代に増加してい
るがんです。どちらも、定期的に検診を受けることで早くに異常を発見し、治療することのできるがんですが、
残念ながら、検診受診率は 20％程度にとどまっています。「私は大丈夫」の前に、まずは１度、検診を受けて
みませんか。

検診の申込みをされていない人で、受診を希望される場合は、健康介護係までご連絡ください。

上手に利用しましょう 子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診「無料クーポン券」
特定の年齢に達した方に、子宮頸がん、乳がん、大腸がんの検診料が無料になるクーポン券を送付します。

クーポン券を使うと、村が実施する子宮頸がん検診、乳がん検診、大腸がん検診を無料で受けることができます。

◇配布対象者（平成24年4月1日現在の年齢）
・乳がん検診（マンモグラフィ）
・大腸がん検診
　40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳
・子宮頸がん検診
　20 歳・25 歳・30 歳・35 歳・40 歳
◇配布時期
　５月下旬に対象者に配布します。
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忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

◇
年
に
１
度
の
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す

脳
卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
が
ん
は
、
自
覚
症
状

が
出
に
く
い
た
め
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
症
状
が
進
行
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

不
健
康
な
生
活
を
し
て
い
る
つ
も
り
は
な
く
て
も
、
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
の
積
み
重
ね
で
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
、
命
に
関
わ
る
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
具
合
が
悪
い
所
は
無
い
か
ら
大
丈
夫
」
の
前

に
、
本
当
に
病
気
の
可
能
性
は
無
い
の
か
、
検
診
で
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
介
護
係　

内
線
１
２
４
】

検
診
の
申
し
込
み

◇
申
し
込
み
は
ま
だ
間
に
合
い　

ま
す各

検
診
の
日
程
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、

３
月
に
お
配
り
し
た
チ
ラ
シ
、
ま
た
は

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
方
法

・
検
診
申
込
書
を
役
場
健
康
介
護
係
に

　

に
提
出

・
健
康
介
護
係
へ
直
接
お
電
話
く
だ
さ

　

い
。

人権擁護委員制度をご存知ですか
～６月１日は人権擁護委員の日～

全国人権擁護委員連合会では、６月１日を「人権擁護委
員の日」と定め、この日を中心に皆さんとともに一層の人
権思想の啓発に努め、人権の守られる明るい社会を目指し
ています。

村では、次の皆さんが人権擁護委員として活躍していま
す。差別、虐待、いじめなどに関する問題、家庭内におけ
る様々な問題など、お気軽にご相談ください。

【人権推進室　内線２０６】

小林  　勝さん
（栄　町）

高山  君治さん
（庚）

小松　由岩さん
（中　町）

参加者募集中
ためして実践！健康セミナー

　6 月からためして実践 ! 健康セミナーが始まり
ます。大学教授や専門家を講師に、栄養と食事を
学んだり、楽しく体を動かし、課外活動にも出か
けます。また、歩数計をつけノルディックウォー
キングも行います。普段の生活での意識が変わり
ますよ。ぜひ、ご家族、お友達等お誘いあってご
参加下さい。
◇対象者　おおむね 40 歳から 69 歳までの人
◇定　員　20 人
◇期　間　６月から２月まで　
◇参加費　４，５００円（enjoy ふう太くらぶ会費、
　　　　　歩数計代、保険料等を含む）
◇申込み / 問合せ　
　健康福祉課 健康介護係まで
　

【健康介護係　内線１２５】
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３
月
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
任

期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

の
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
10
日

に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
で
、
委
員
長
に

西
町
の
祢
津
豊
さ
ん
、
委
員
長
職
務
代

理
に
西
小
路
の
田
中
武
麿
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28
年
４
月

９
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

◇
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

高た
か
ぎ木
茂し
げ
の
ぶ信 

さ
ん　
（
山
口
）

　

遠と
お
や
ま山
信し
ん
い
ち一 

さ
ん　
（
和
栗
）

　

川か
わ
む
ら村

重し
げ
お雄 

さ
ん　
（
栄
町
）

　

鈴す
ず
き木
文ふ
み
お夫 

さ
ん　
（
南
鴨
）

　

７
月
19
日
に
任
期
満
了
と
な
る
農
業

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
（
定
数
10
）
の

日
程
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
告
示･

立
候
補
受
付
】

日
時　

６
月
26
日
（
火
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

役
場
２
階
会
議
室

【
投
票
】

日
時　

７
月
１
日
（
日
）

　
　
　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

場
所　

村
内
12
投
票
所

【
開
票
】

日
時　

７
月
１
日
（
日
）、
午
後
７
時
～ 

場
所　

役
場
議
場

※
無
投
票
の
場
合
、
午
前
９
時
か
ら
選

挙
会
（
当
選
証
書
の
付
与
）

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

日
時　

６
月
15
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
～

場
所　

役
場
２
階
会
議
室

【
立
候
補
届
出
書
類
等
事
前
審
査
】

日
時　

６
月
21
日
（
木
）

　

中
部
地
区　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

　

南
部
地
区　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

北
部
地
区　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

場
所　

役
場
２
階
会
議
室

選
挙
管
理
委
員
会
選
挙

委員長
祢
ね

津
つ

　豊
みのる

さん
（西　町）

委員長職務代理
田
たなか

中武
たけまろ

麿さん
（西小路）

委員
渡
わたなべ

辺忠
ただよし

義さん
（北　鴨）

委員
高
たかやま

山　誠
まこと

さん
（　庚　）

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

【
選
挙
管
理
委
員
会　

内
線
１
１
６
】

等
の
集
合
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

税
　

６
月
か
ら
平
成
24
年
度
の
税
等
の
集
合
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。
１
年
間
の
村
税

等
を
、
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
10
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

村
税
等
は
村
の
事
業
を
行
う
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
書
の
内
容
を
確
認
の
う
え
、
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

集
合
徴
収
金
の
種
類

 

・
村
県
民
税
（
住
民
税
）

 

・
固
定
資
産
税

 

・
国
民
健
康
保
険
税

 

・
情
報
使
用
料

 

・
保
育
料
　
　
　

◇
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

◇
口
座
振
替
が
で
き
る
税
等

◇
所
得
証
明
書
の
発
行

６
月
15
日
（
金
）
か
ら
最
新
の
所
得

証
明
書
を
発
行
で
き
ま
す
。

◇
軽
自
動
車
税
の
納
税
証
明
書
は

　

大
切
に
保
管
を
！

口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
場
合

は
、
平
成
24
年
度
の
納
税
通
知
書
と
一

緒
に
納
税
証
明
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

車
検
の
際
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
税
関
係　

税
務
係  

内
線
１
１
８

・
保
育
料　

子
育
て
支
援
係  

内
線
２
０
３

・
情
報
使
用
料　

情
報
係  

内
線
１
１
２

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

・
北
信
州
み
ゆ
き
農
協　

本
・
支
所

・
八
十
二
銀
行　
　
　
　

本
・
支
店

・
長
野
県
信
用
組
合　
　

本
・
支
店

・
長
野
信
用
金
庫　
　
　

本
・
支
店

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

集
合
税
（
村
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
情
報
使
用
料
・
保

育
料
）、
軽
自
動
車
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
水
道
使
用

料
、
下
水
道
使
用
料
、
学
校
給
食
費
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平
成
24
年
度 

岳
北
広
域
行
政
組
合

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

◇
職
種　

消
防
職

◇
採
用
人
数　

若
干
名

◇
受
験
資
格　

①
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

　
　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
　

で
、
高
校
卒
業
も
し
く
は
卒
業
見

　
　

込
み
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
人

・
消
防
職
員
の
経
験
が
あ
る
人
、
ま

　
　

た
は
救
急
救
命
士
の
資
格
が
あ
り

　
　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

　
　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
平
成
24
年
6
月
１
日
現
在
、
組
合
組

　

織
市
村
（
飯
山
市
、
木
島
平
村
、
野

　

沢
温
泉
村
、
栄
村
）
に
居
住
し
て
い

　

る
人
、
ま
た
は
家
族
が
居
住
し
、
採

　

用
後
組
織
市
村
に
居
住
す
る
人

③
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

◇
試
験
日　

　

一
次
試
験　

7
月
22
日
（
日
）

　

※
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付

　

二
次
試
験　

８
月
下
旬

◇
採
用　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

◇
受
付
期
間　

６
月
１
日
（
金
）
～　

　
　
　
　
　
　

６
月
25
日
（
月
）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
６
月
25
日
の
消
印
ま
で

受
付
け
ま
す

◇
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
で
、

　

飯
山
消
防
署
、
野
沢
分
署
、
栄
分
署

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

　

は
各
消
防
署
、
組
織
市
村
、（
飯
山

　

市
役
所
庶
務
課
、
木
島
平
村
役
場
総

　

務
管
理
課
、
野
沢
温
泉
村
役
場
及
び

　

栄
村
役
場
の
総
務
課
）に
あ
り
ま
す
。

　

※
岳
北
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
印
刷
し
た
申

　

込
書
も
可
。

◇
問
い
合
せ
、
送
付
先　

飯
山
市
大
字
木
島
３
５
７
ー
６　

岳
北
広
域
行
政
組
合
（
飯
山
消
防
署
）

総
務
係
又
は
庶
務
係

電
話
（
62
）０
１
１
９

エコパーク寒川からお知らせ

第３回 エコパーク寒川フェア開催
■日時　６月 17 日（日）　午前 10 時～ 12 時
■会場　エコパーク寒川

施設を公開し、ごみに対する認識を深めていた
だくため、ごみの減量・リサイクル等をテーマに
したフェアを今年も開催します。

当日は、廃食油を利用したキャンドル、石鹸作
りの講習会や、岡山小学校児童の手作り作品の販
売などが行われます。

また、ペットボトルを原料にしたエコ商品等環
境にやさしい商品の展示も行います。

あわせて、藤沢区のご協力により、竹の子、そ
の他山菜の販売、竹の子汁のサービス等もありま
す。

多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

粗大ごみの臨時受け入れを行います
　エコパーク寒川では、休日臨時のごみ受入を行
います。
◆受入日　６月・８月・10 月の各第２土曜日
◆時　間　午前９時～ 11 時
◆問い合せ　エコパーク寒川
　　　　　　電話（６９）１０８５

エコパーク寒川利用にあたり注意事項
●ごみの搬入にあたっては、地域の道路などにご
　みが飛散・落下しないよう、シートをかぶせる
　などの対策を万全にした上で持ち込んでくださ
　い。また、桑名川・藤沢区の生活道路を通るの
　で、安全のため徐行してください。
●蛍光管（キノコ栽培）の飛散防止用フィルムを
　取り除いてからお出しください。

【環境上下水道係　内線１４１】
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広
報
木
島
平
３
月
号
記
載
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

２
ペ
ー
ジ
の
「
新
た
な
歴
史
へ
」
の
文

中
１
行
目
か
ら
９
行
目
を
次
の
と
お
り

訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
訂
正
文
】

昭
和
28
年
、
村
内
初
め
て
の
通
年

保
育
園
と
し
て
旧
往
郷
村
に
往
郷
村

第
１
～
５
保
育
所
の
５
つ
の
保
育
園

が
開
園
、
そ
の
後
上
木
島
地
区
、
穂

高
地
区
に
も
開
園
し
、
統
合
等
を
経

て
、
昭
和
29
年
か
ら
昭
和
40
年
に
か

け
て
、「
す
み
れ
保
育
園
」「
ふ
た
ば

保
育
園
」、「
あ
い
お
い
保
育
園
」、「
あ

さ
ひ
保
育
園
」、「
み
ず
ほ
保
育
園
」、

「
こ
ば
と
保
育
園
」、「
わ
か
く
さ
保
育

園
」
の
７
つ
の
保
育
園
が
村
内
に
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

【子育て支援係　内線２０３】

一方通行にご協力を
おひさま保育園周辺道路

おひさま保育園では、保育園に隣接する村道を朝と夕方の送迎時は一方通行にしていただいています。
これは道路幅の狭い周辺道路で、送迎の歩行者の安全確保と車両事故の防止など、園児や保護者の安
全を第一に考え、保護者の皆さんにご協力いただいています。スムーズな送迎を行うために、朝・夕の
一方通行時間帯は村民のみなさんにもぜひご協力をお願いします。

◆ご協力いただく時間帯
　午前７時30分から９時30分まで
　午後４時から７時まで

①

②

③

広
報
3
月
号
の

訂
正
を
お
願
い
し
ま
す

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
２
０
３
】

「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
」
に

　
　

ご
理
解
と
ご
協
力
を

役
場
で
は
、　

冷
房
費
削
減
等
の
た

め
５
月
15
日
か
ら
９
月
末
日
ま
で
の

間
、
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
（
夏
季
の
軽
装
）

を
行
い
ま
す
。

会
議
等
で
役
場
に
お
越
し
の
時
は
、

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。　
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ひ
ま
わ
り
保
育
園
・
や
ま
ぶ
き
保

育
園
の
閉
園
に
伴
い
、
使
用
し
な
く

な
っ
た
備
品
を
村
民
の
み
な
さ
ん
に

有
償
で
お
譲
り
し
ま
す
。

◇
日
時　

６
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で

　
◇
場
所　

ひ
ま
わ
り
保
育
園

　
　
　
　

や
ま
ぶ
き
保
育
園

◇
備
品
の
例

　

園
児
用
の
イ
ス
・
机
・
ロ
ッ
カ
ー

　

な
ど

◇
そ
の
他　

○
当
日
、
保
育
園
に
来
て
い
た
だ
き
、

　

必
要
な
も
の
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

○
運
び
出
し
等
に
つ
い
て
は
各
自
で

　

責
任
を
持
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。

○
１
点
１
０
０
円
か
ら
。
１
家
族
に

　

つ
き
５
点
ま
で
お
譲
り
し
ま
す
。

○
お
金
は
当
日
、
そ
の
場
で
お
支
払

　

い
た
だ
き
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園

や
ま
ぶ
き
保
育
園

備
品
を
お
譲
り
し
ま
す

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
２
０
３
】

の
閉
園
に
伴
い

故ふ
る
さ
と郷

の
植
物
を
み
ん
な
で
守
ろ
う

セ
イ
ヨ
ウ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
な
ど

　
　
　
　
　
　

外
来
植
物
の
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す　

　

５
月
に
入
り
、
暖
か
い
季
節
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。し
か
し
暖
か
く
な
る
と
、

あ
ち
こ
ち
で
菜
の
花
に
似
た
植
物
「
セ

イ
ヨ
ウ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
（
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ

ガ
ラ
シ
）」
が
咲
い
て
き
ま
す
。
こ
の

セ
イ
ヨ
ウ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
は
非
常
に
強
い

繁
殖
力
で
、
そ
の
場
に
生
息
し
て
い
る

在
来
種
を
枯
ら
し
な
が
ら
育
つ
こ
と
か

ら
、
日
本
生
態
学
会
で
は
「
日
本
の
侵

略
外
来
種
ワ
ー
ス
ト
１
０
０
」
に
選
定

さ
れ
、
要
注
意
外
来
植
物
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
黄
色
い
コ
ス
モ
ス
の
よ

う
な
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
（
５
月
～
７

月
ご
ろ
）、
背
が
高
く
黄
色
い
泡
状
の

花
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
（
秋
ご

ろ
）
も
自
分
の
土
地
で
見
か
け
た
ら
駆

除
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

　

少
し
で
も
繁
殖
を
防
ぎ
、
木
島
平
村

の
自
然
環
境
と
景
観
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

大塚沖道路沿いのセイヨウヤマガラシ

黄
色
い
コ
ス
モ
ス
の
よ
う
な
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク

駆
除
方
法

　

い
ず
れ
の
植
物
も
、
種
を
落
と

す
前
に
根
ご
と
引
き
抜
き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
態
系
に
影
響
の
少
な

い
「
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
」

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

【
環
境
上
下
水
道
係　

内
線
１
４
１
】

村
内
い
た
る
所
で
繁
殖
す
る
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
見
か
け
た
ら
駆
除
を

お
願
い
し
ま
す



12

昨年 11 月 28 日に、飯田市議会の中島武津雄議員（前議長、現市議会選出市監査
委員）を講師に迎え、村議会議員と村職員を対象とした自治基本条例に関する研修
会が開催されました。

　「飯田市自治基本条例」は、県内市町村の中で最初に制定された自治基本条例で、条例の制定にあたっ
ては、飯田市議会が主体的に事務を進められました。議会の発議による自治基本条例の制定は飯田市が全
国初となります。自治基本条例とはどのような条例なのか、村民の皆さんに理解を深めていただくために、
この「飯田市自治基本条例」を具体的な例として紹介します。

　第１回は、「前文」です。「前文」は、自治体が目指すまちづくりの方向や決意を表しています。

【 説明 】
　これは、飯田市自治基本条例の前文です。この条例が制定された意義が書かれています。今後、住みよ
いまちづくりをスムーズに進めるには、市が行おうとする施策の決定や、既に行った事業の評価に対し、
市民の皆さまのご意見を反映することや、事業を行う際に市民の皆さまのご参加を募ることなどが重要と
なりますが、飯田市は、こうした市政へのご参加が着実に進められるために必要な仕組みを、条例で定め
ておく必要があると考えます。

　「ムトス」とは、広辞苑の一番最後に出てくる言葉の「んとす」のことで、
「・・・しようとする」という、行動への意志や意欲を表す言葉です。ま
ちづくりの主役は市民の皆さまです。市は、これまでも「ムトス」を合言
葉に、まちづくりに取り組んで参りましたが、これからも、皆さま一人ひ
とりの心の中にある『愛すべきまち』や『誇りにできるまち』を具体的な
ものとしていくために、それぞれが自発的に行動しようとする積極的な姿
勢を、改めて条例で表しました。

資料：飯田市議会発行「平成 19 年施行飯田市自治基本条例保存版」から

シリーズ　「自治基本条例制定に向けた研究」　③

【企画財政係　内線１１１】

～　飯田市自治基本条例から　第１回　～

　『飯田市自治基本条例　前文』
　［わたくしたちの住む飯田市は、美しい自然に恵まれ、地域の風土に根付いた伝統や文化に支
えられた人情豊かなまちとして知られ、伊那谷の中心都市として躍進しています。
　わたくしたちは、これまで互いに助け合い協力し、特色のある地域活動やまちづくりを実践し
てきました。
　わたくしたちは、分権型社会や少子高齢社会の到来により、社会構造が大きく変化する中で、
まちづくりに進んで参加する「ムトス」の精神を、次の時代へ確実に引き継がなくてはなりません。
　わたくしたちは、飯田市市民憲章にうたわれた市民としての心構えと理念を尊重し、協働して、
市民が主体の住みよいまちづくりを推進するため、ここに、新たな自治の仕組みを定める飯田市
自治基本条例を制定します。］
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木
材
は
調
湿
性
に
優
れ
、
断
熱
性
が

高
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
っ
た
り

と
、
人
に
や
さ
し
い
心
安
ま
る
素
材
で

す
。
そ
れ
と
同
時
に
再
生
産
が
可
能
で

あ
り
、
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
は

資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
の
ほ
か
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
や
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

木
島
平
村
で
は
現
在
、
次
の
施
設
に

お
い
て
積
極
的
に
地
域
産
材
（
長
野
県

産
材
、
主
に
木
島
平
で
素
材
生
産
さ
れ

た
木
材
。）
の
利
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
木
島
平
産
材
を
使
用
し
た

住
宅
建
築
に
対
し
て
の
補
助
金
制
度
等

も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
年
度
別
計
画
】

平
成
24
年
度

・
多
目
的
複
合
施
設
改
修
事
業(

生
涯

学
習
係)

・
や
ま
ぶ
き
保
育
園
集
合
住
宅
化
改
築

事
業
（
環
境
上
下
水
道
係
）

平
成
25
年
度

・
介
護
施
設
整
備
事
業
（
健
康
介
護
係
）

平
成
26
年
度

・
役
場
庁
舎
周
辺
整
備
事
業

年
度
計
画
を
策
定

村
の
木
材
利
用
方
針

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

シリーズ　②

 米コンクール国際大会に向けて

◆審査の流れ
①日本全国・海外から出品（約３，０００点）
　　　　　↓
②１次審査＜機械審査＞
　食味計による審査
③２次審査＜機械審査＞（約４０点）
　味度計による審査
　　　　　↓
④最終審査＜官能審査＞
　コンクール当日に炊飯し、審査員による食べ比べ審査
　　　　　↓
⑤各賞決定（金賞：約１０点、特別優秀賞：約３０点）

今年で 14 回目となる『米・食味分析鑑定コンクール：国際大会』が、11 月 22 日・23 日に長野県で
初めて木島平村で開催されます。

この大会への出品数は約 3,000 点と多く、アメリカや台湾といった海外からも出品される国内最大規
模の米コンクールで、開催地には全国から生産者をはじめ、関係者が大勢来村されます。

3,000 点を超える出品の中で、最高峰部門である「総合部門」にノミネートされるのが約 40 点、その
中で最高賞の「金賞」に選ばれるのが約 10 点（300 分の１）と非常に狭き門ですが、「木島平米」は出
品を開始した平成 20 年から４年連続で総合部門にノミネートされ、21 年と 23 年には金賞を受賞する
など、優秀な成績を収めています。

【交流産業係　内線１３６】

＜米・食味分析鑑定コンクール：国際大会とは＞

昨
年
、
プ
レ
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
美
味
し
い
お
米
コ
ン

ク
ー
ル
関
東
甲
信
越
静
大
会
」
の
審
査
（
上
）
・
表
彰
（
下
）
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願いをこめて、豊作祈願まつり

今年で３回目をむかえる「豊作祈願まつり」が５月
３日に行われ、早乙女による「お田植えの儀」や下高
井農林高校の「木曽馬による代かき」のほか、参加者
には田植え煮物、かまど炊きのおにぎりなどが振る舞
われました。

みなさんのまわりにある身近な話題や情
報をお寄せください。情報係／内線 112

さくら満開の中で緑化苗木頒布会

さくら満開の４月 27 日、木島平小学校駐車場で緑
化苗木頒布会が行われました。早くから整理券を求め
並ばれた村民から順番に、お目当ての苗木を、お手伝
いの緑の少年団（６年生）から受け取っていました。

消防団観閲式

　２年に１度村で行われる村消防団観閲式が４月 29 日
に行われました。当日は晴天に恵まれ、消防団をひとめ
見ようと多くの皆さんが沿道に出て声援をおくっていま
した。木島平小学校から木島平中学校まで行進などを行
い、中学校で部隊訓練やポンプ操法など、規律ある消防
団を披露してしました。

５月８日恒例「樽滝の落水」

5 月８日、恒例の「樽滝の落水」が行われました。平
日にもかかわらず、朝早くから県内外のカメラマンや
見物客で賑わい、滝見橋周辺は大勢の人や車で混雑し
ていました。
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知
っ
て
お
き
た
い
介
護
保
険
の
し
く
み
⑨　

シ
リ
ー
ズ

保健師
山崎 貴代

◎これからは「介護予防」に取り組みましょう
　先回まで介護保険制度について掲載してきましたが、これからは「介
護予防」に取り組むことが大切です。介護予防とは、元気な高齢者がな
るべく介護が必要な状態にならないように、そして介護が必要な人もそ
れ以上悪化させないようにする取り組みです。介護予防は、生涯を通じ
て自立した暮らしを支えていくことを目指しています。

①筋力アップ教室
( 運動器の機能向上 )

転倒や骨折の予防や加齢に伴う足腰の筋力低下の予防のための教室
です。一人ひとりの体の状態にあった体操を理学療法士が提案し、
各自がその体操を続けていけるよう支援しています。

②お口さわやか教室
( 口腔機能の向上 )

飲み込む力や噛む力を回復するための教室です。うまく飲み込めな
い・むせてしまう・口が渇く等の症状を改善し、いつまでもおいし
く食事が食べられるように支援しています。

③食べて元気教室
（栄養改善）

急激な体重減少や低栄養状態を改善するための教室です。一人ひと
りの食生活を管理栄養士が見直し、栄養状態を改善できるよう支援
しています。

④悠ゆう教室
（閉じこもり予防）

自宅以外での交流により、日常生活を活動的なものに変えるため
の教室です。頭と身体を使った体操やゲームをしながら、いつま
でも元気に過ごせるよう支援しています。

各教室の対象者は、65 歳以上の方全員にご記入いただいた「基本チェックリスト」（各
種検診申込みと一緒に配布・回収）により把握しています。今年度の教室参加の案内が
届きましたら、積極的にご参加ください。各教室に関するお問い合わせは、地域包括支
援センター【電話８２－４７７１】へご連絡ください。

◎村の介護予防事業に参加しましょう
≪通所型介護予防事業≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今の状態に合った健康づくりの教室を行っています。いつまでも元気でいきいきと過
ごせるよう、生活に関わる全般的な機能（生活機能）を維持・向上していきましょう。

◎地域包括支援センターをご存知ですか
　地域包括支援センターは、介護保険法に定められた介護予防事業を実施する機関で
す。地域住民の保健・福祉・医療の向上、虐待防止、介護予防事業を行いながら、皆
さんが住み慣れた地域でその人らしい生活を続けることができるよう、さまざまな方
面から高齢者の皆さんを支えていきます。

健康介護係
内線１２６

６
月
の
運
行
予
定

○
６
月
１
日
（
金
）　

　

栄
町
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・
中
村
・

　

南
鴨

○
６
月
４
日
（
月
）　

　

糠
千
・
柳
久
保
・
山
口
・
部
谷
沢
・

　

池
の
平

○
６
月
８
日
（
金
）

　

北
鴨
・
西
小
路

○
６
月
11
日
（
月
）　

　

内
山
・
平
沢
・
馬
曲

○
６
月
15
日
（
金
）

　

大
町
・
中
島
・
庚

○
６
月
18
日
（
月
）

　

市
之
割
・
原
大
沢
・
千
石
・
上
千
石

○
６
月
20
日
（
水
）

　

西
町
・
中
町
・
高
石

○
６
月
22
日
（
金
）

　

栄
町
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・
中
村
・

　

南
鴨

○
６
月
25
日
（
月
）

　

糠
千
・
柳
久
保
・
山
口
・
部
谷
沢
・

　

池
の
平

○
６
月
29
日
（
金
）

　

北
鴨
・
西
小
路

＊
地
区
指
定
場
所
に
午
前
９
時
30
分

　

ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
池
の
平
の
人
は
ご
利
用
さ
れ
る
際

　

に
お
手
数
で
す
が
馬
曲
温
泉
へ
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
福
祉
医
療
係　

内
線
１
２
３
】

馬
曲
温
泉
い
こ
い

の
家
利
用
事
業
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県
内
で
は
今
年
に
入
り
、「
車
上

ね
ら
い
」
や
「
自
動
販
売
機
ね
ら
い
」

な
ど
の
街
頭
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
寝
中
に
住
宅
に
侵
入

し
て
盗
み
を
は
た
ら
く「
忍
び
込
み
」

や
、
会
社
に
侵
入
し
て
盗
み
を
は
た

ら
く
「
事
務
所
荒
し
」
な
ど
も
北
信

地
方
で
連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。

例
年
５
月
は
、
犯
罪
が
多
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
長
野
県
警
察
で

は
５
月
中
を
「
街
頭
犯
罪
等
抑
止
総

合
対
策
強
化
月
間
」
と
し
て
、
街
頭

パ
ト
ロ
ー
ル
や
犯
罪
検
挙
活
動
な
ど

の
各
種
抑
止
対
策
を
強
力
に
推
進
し

ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
侵
入
者
は
「
近
所
づ
き
あ
い
が
よ

く
、
連
帯
感
の
あ
る
住
宅
街
を
嫌
い

ま
す
。見
知
ら
ぬ
人
を
見
か
け
た
ら
、

ま
ず
は
「
こ
ん
に
ち
わ
」
な
ど
と
声

を
か
け
ま
し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
近
所

づ
き
あ
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、

犯
罪
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

◇
安
全
確
認
の
徹
底
と
追
突
事
故
の
防
止

・
前
方
だ
け
で
な
く
、
左
右
・
後
方
の

安
全
確
認
を
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
を
低
速
で
走
る
農
業
機
械
は
、

夜
間
追
突
さ
れ
る
危
険
性
が
非
常
に

高
く
な
り
ま
す
。農
作
業
後
は
必
ず
、

尾
灯
や
後
部
反
射
器
の
泥
を
払
っ
て

か
ら
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

◇
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
飯
山
警
察
署
管
内
で
は
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
は
全
体
の
４
割
を
占

め
、
そ
の
多
く
は
運
転
操
作
を
誤
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
毎
年

使
っ
て
い
る
農
器

具
で
も
慣
れ
を
改

め
、「
久
し
ぶ
り

の
運
転
だ
か
ら
気

を
つ
け
よ
う
」
と

い
う
気
持
ち
が
大

切
で
す
。

駐 在 所
だ よ り

電話（82）4137

木島平村駐在所

飯山市
今年の秋には新駅舎の外観がおめみえ

新幹線飯山駅安全祈願祭立柱式開催

　4 月 11 日、新幹線飯山駅の鉄骨建て方工事を前に、飯山駅新築工事
安全祈願祭および立柱式が、足立市長をはじめ関係自治体代表や工事
関係者、地元の代表等多くの出席者のもと新幹線飯山駅舎前で挙行さ
れました。
　今回の安全祈願祭立柱式では、祭事のなかで最初の鉄骨柱の立柱を
祝う儀式が行われ、それぞれの代表が儀式用に設置された高さ９ｍの
鉄骨柱に金色に輝くボルトを締め、工事
の安全を祝いました。鉄道・運輸機構飯
山鉄道建設所によると、この式典を契機
に、飯山駅の駅舎工事が最盛期を向かえ、
今年の秋には、新駅舎の外観が姿を現す
予定です。

野沢温泉村

　４月 13 日（金）、北信保育園・秋山
保育園・お隣の上郷保育園（新潟県津
南町）の幼年防火クラブによるパレー
ドが実施されました。
　当日は春のあたたかな陽射しの中、
31 名の園児は元気よく歌を歌ったり、

「火の用心」を呼びかけながら森地区
の商店街を行進しました。昨年は地震
の影響により中止になりましたが、2
年ぶりのパレードに子ども達も地域の
皆さんも楽しい一時となりました。

　7 月 14 日（土）～ 16 日（月）に『SUZUKI X-adventure トレ
イルシリーズ SALOMON The 4100 D マウンテントレイル in 野
沢温泉』が今年も開催されます。
　標高差 4100m、総距離 65km、制限時間 20 時間。このハードさ
がくせになる、日本最大級のトレイルランニングレースです。種
目は 65km 個人・65km 駅伝（3 名 1 組）・体験コース（12km）。
レース勝敗にこだわる本格派はもちろ
ん、トレイルビギナーやお子さんまで
ふるってご参加をお待ちしています。
◆申込・問い合せ　㈲エクストレモ　
TEL：03-5610-0638
http://www.salomon-trail.com/nozawaonnsen/index.html

栄　村

『マウンテントレイル in 野沢温泉』開催

～幼年防火クラブ～

ゴールを目指して

「ぼくらは街の消防隊♪」

防
ご
う

街
頭
犯
罪
・
侵
入
犯
罪
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入
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「
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に
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わ
」
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と
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を
か
け
ま
し
ょ
う
。
日
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か
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所

づ
き
あ
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
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犯
罪
に
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つ
く
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す
。

◇
安
全
確
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方
の
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十
分
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う
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を
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速
で
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る
農
業
機
械
は
、

夜
間
追
突
さ
れ
る
危
険
性
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す
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後
は
必
ず
、

尾
灯
や
後
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反
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の
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を
払
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て

か
ら
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し
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は
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全
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の
４
割
を
占

め
、
そ
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多
く
は
運
転
操
作
を
誤
っ

た
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と
に
よ
る
も
の
で
す
。
毎
年

使
っ
て
い
る
農
器

具
で
も
慣
れ
を
改

め
、「
久
し
ぶ
り

の
運
転
だ
か
ら
気

を
つ
け
よ
う
」
と

い
う
気
持
ち
が
大

切
で
す
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　原田　享巡査部長 　江口広巳警部補

情報をお寄せください

木 島 平 村 駐 在 所

調
布
市
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

（
新
鮮
屋
店
長
）
の
岡
田
で
す
。

４
月
26
日
、
調
布
市
文
化
会
館
た

づ
く
り
で
北
信
州
木
島
平
交
流
倶
楽

部
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
信
州
木
島
平
交
流
倶
楽
部
と

は
、
姉
妹
都
市
の
調
布
を
中
心
と
す

る
首
都
圏
と
木
島
平
村
の
交
流
を
促

進
し
、
都
市
・
農
山
村
の
共
生
を
図

る
た
め
の
交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
民
間
ベ
ー
ス
の

組
織
で
、
会
員
は
約
１
３
０
人
で
す
。

総
会
当
日
は
、
調
布
市
内
外
か
ら

約
50
人
が
出
席
さ
れ
、
24
年
度
事
業

な
ど
に
つ
い
て
審
議
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

今
年
度
、
交
流
倶
楽
部
の
事
業
で

は
３
本
の
木
島
平
ツ
ア
ー
を
計
画
し

て
お
り
、
そ
の
第
１
弾
「
春
の
体
験

ツ
ア
ー
」
は
、
今
月
26
日
か
ら
１
泊

２
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

ツ
ア
ー
で
は
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た

交
流
田
の
田
植
え
と
春
の
味
覚
で
あ

る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
体
験
な
ど

を
行
い
、
自
然
豊
か
な
木
島
平
村
を

楽
し
み
ま
す
。

ま
た
、
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
、

そ
の
米
づ
く
り
や
農
に
携
わ
る
こ
と

で
農
村
の
大
切
さ
や
地
方
の
役
割
、

村
が
進
め
て
い
る
「
農
村
文
明
」
の

意
味
や
価
値
を
あ
ら
た
め
て
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

【
情
報
提
供
：
調
布
市
文
化
振
興
課
】

店
長
の
つ
ぶ
や
き

意
気
衝
天
。
ア
ス
パ
ラ
、
山
菜
、

春
の
味
！

姉
妹
都
市
通
信

調　

布

姉
妹
都
市
通
信

姉
妹
都
市

25

春
の
農
繁
期
に
お
け
る

交
通
事
故
防
止

長
野
県
元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
の

第
２
次
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
支
援
金
は
、
地
域
活
性
化
の
た

め
の
住
民
協
働
の
活
動
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。
区
及
び
公
共
的
団
体
が
交
付

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
は
、
早

め
に
総
合
政
策
課
企
画
財
政
係
へ
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間

　

５
月
21
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で

◇
申
請
書
提
出
先

　

総
合
政
策
課　

企
画
財
政
係

※
交
付
対
象
者
・
交
付
対
象
事
業
・
交

付
率
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は
広
報
１
月

号
（
13
ペ
ー
ジ
）
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

２
次
募
集
の
お
知
ら
せ

県
元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業

【
企
画
財
政
係　

内
線
１
１
１
】
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住
民
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て

今
年
度
分
の
入
湯
優
待
券
を
配
布

し
ま
す
。

■
配
布
枚
数　

一
人
３
枚
（
小

学
生
未
満
は
、
入
湯
料
無
料
の

た
め
配
布
し
ま
せ
ん
。）

■
有
効
期
限　

　

平
成
25
年
５
月
31
日
ま
で

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
５
】

犬
の
し
つ
け
方
が
わ
か
ら
な

い
人
、し
つ
け
で
お
困
り
の
人「
家

庭
犬
し
つ
け
方
教
室
」
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

　

６
月
２
日
（
土
）

　

６
月
９
日
（
土
）

　

６
月
16
日
（
土
）

　

6
月
23
日
（
土
）

　

午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で

◇
会
場　

県
飯
山
庁
舎
駐
車
場

◇
参
加
条
件　

・
生
後
６
か
月
以
上
24
か
月
ま
で

・
犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注

射
と
、
５
種
以
上
の
予
防
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
い
る
健
康
な
犬

・
全
日
程
に
参
加
で
き
る
こ
と

◇
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

内
動
物
愛
護
会
事
務
局
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

電　

話
（
62
）
６
０
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
62
）
６
０
３
６

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
、住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
な
ど
連
絡
先
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
締
切　

５
月
21
日
（
月
）

◇
問
い
合
せ

動
物
愛
護
会
北
信
支
部
事
務
局

電
話
（
62
）
６
０
３
５

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
ス
ー

パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
酒
販
店
な
ど

へ
の
買
い
物
の
機
会
を
利
用
し

て
、
お
酒
売
場
の
未
成
年
者
飲
酒

防
止
の
た
め
の
表
示
状
況
や
お

酒
の
販
売
価
格
な
ど
を
確
認
し
、

税
務
署
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く

「
酒
類
販
売
管
理
協
力
員
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
応
募
方
法
等
に

つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.nta.go.jp/

）

◇
問
い
合
せ

信
濃
中
野
税
務
署　

総
務
課

電
話
０
２
６
９
（
22
）
３
１
５
１

　

長
野
県
で
は
、５
月
30
日
を「
環

境
美
化
運
動
の
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の

日
）」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
村
で
も
各
区
の
保
健
衛
生
自

治
会
を
中
心
に
、
全
村
一
斉
環
境

美
化
運
動
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　

５
月
27
日
（
日
）

午
前
６
時
か
ら
（
日
時
は
各
区

で
異
な
り
ま
す
）

【
環
境
上
下
水
道
係　

内
線
１
４
１
】

Nature land 伝言板
　 役 場 の 代 表 電 話
　　　　　　（８２）３１１１

馬
曲
温
泉
村
民
優
待
券

ご

利

用

く

だ

さ

い

差
別
を
な
く
す
村
民
大
会　

13
時
30
分
〜

16 151718
火

19
水

20
木

21
金

22
土

23
日

248910111213141516
月

25
火

26
水

27
木

28
金土日

311234567
月金土日月火水火水

17
木 木金土日月

樽
滝
落
水
・
玉
滝
不
動
俳
句
大
会

   6 月   5 月

村
税
等
口
座
振
替
日

広
報
配
布
日

金土日

村
長
初
登
庁　

８
時
30
分

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
〜

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
〜

調
布
っ
子
わ
ん
ぱ
く
体
験
i
n
木
島
平（
〜
７
日
）

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

消
防
団
大
観
閲
式（
中
野
市
）

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

長
野
県
知
事
杯
ス
キ
ー
大
会（
〜
26
日
）

木
島
平
村
教
職
員
春
季
総
会

29
火

U‐12
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
〜
４
日
）

ふ
う
太
河
童
の
川
普
請　

８
時
〜

　

14
時
　

15
分
〜

調
布
市
新
任
職
員
研
修（
〜
７
日
）

保
健
衛
生
自
治
連
合
会
総
会　

19
時
〜

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

憲
法
記
念
日

議
会
運
営
委
員
会　

９
時
〜

村
議
会
臨
時
会　

15
時
〜
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ー
大
会

介
護
相
談　

13
時
30
分
〜

せ
っ
こ
塾　

14
時
〜

建
国
記
念
の
日

分
館
長
・
分
館
主
事
会
議　
15
時
30
分
〜

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

村
校
長
会　

10
時
〜

介
護
相
談　

13
時
30
分
〜
16
時　

小
学
校
入
学
式　

９
時
30
分
〜　

中
学
校
入
学
式　

13
時
〜　

小
学
校
卒
業
式　

８
時
30
分
〜

中
学
校
卒
業
式　

８
時
30
分
〜

春
分
の
日

保
育
園
入
園
式　

10
時
〜

交
通
安
全
協
会
木
島
平
支
部
総
会　

16
時
〜

水

30

昭
和
の
日

振
替
休
日

消
防
団
観
閲
式　

12
時
30
分
〜

農
業
振
興
公
社
理
事
会　

10
時
〜

北
信
州
交
流
倶
楽
部
春
の
体
験
ツ
ア
ー（
〜
27
日
迄
）

う
ん
め
ぇ
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

デ
ィ
ー
キ
ル
シ
ュ
中
等
学
校
歓
迎
会　

18
時
〜

議
会
定
例
会
開
会　

10
時
〜
（
〜
14
日
予
定
）

少
年
少
女
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会

全
日
本
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会　
（
〜
10
日
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
木
島
平
大
会

19

４月の出動件数（岳北消防本部） 木島平村
飯 山 市

野沢温泉村
栄　　村
《合  計》

火災 救急
件 件

件 件

火を点ける　君は消すまで　気を付ける
0
0

0
0
0

23
 72

　16　
  15
   126

件

件

0
0

1
0
1

救助

予 防 接 種

☆乳幼児健診：７月27日（水）
・ 乳　児
［対象］平成22年７月・12月
　         平成23年３月生まれ
・ １歳６か月児
［対象］平成21年12月生まれ
・ ２歳児
［対象］平成21年６月生まれ
・ ３歳児
［対象］平成20年６月生まれ
受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

お ひ さ ま 広 場
　子育て中の保護者同士の交流・ふれ
あい場として、地域の子育て家庭に  
おひさま保育園のプレールームを開放
します。火～木曜日には、子育て支援
コーディネーターがおります。子育て
の不安や悩みのある人は、お気軽にご
相談ください。
と　き　保育園の開所している月曜日
　　　　～金曜日　９：30～11：30
場　所　おひさま保育園（プレールーム）　　　　
持ち物　タオル、着替えなど
　　　　【子育て支援係　内線２０３】

子 育 て 学 級
☆とき：３月７日（水）
〔対象〕生後５か月児～入園前の
　　　　　お子さんとその保護者

時間／９：３０～１１：３０　 会場／保健センター

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆麻しん風しん混合：５月21日（月）
〔対象〕
平成22年２月～４月生まれ
平成18年８月～11月生まれ

☆三種混合1期初回3回目：３月５日（月）
〔対象〕
平成23年３月～平成23年８月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１1：４５～１1：５０　会場／木島平クリニック

☆ＢＣＧ：４月23日（月）
〔対象〕
平成23年12月15日～11月26日生まれ

☆乳児整形検診：５月９日（水）
［対象］平成24年１月・２月・３月生まれ

受付／１３：１５～１３：４５　会場／保健センター

な か よ し 広 場 （ 園 庭 開 放 ）
　保育園の園庭を入園前のお子さんと
その保護者に開放します。ぜひ遊びに
来てください。
開放時間　９：00～11：00
ひまわり保育園（82－3645）
　10月４日（火）・18日（火）
やまぶき保育園（82－2085）
　10月11日（火）・25日（火）　
　　　【子育て支援係　内線２０３】

受付／１1：45～１２：00　会場／木島平クリニック

☆ＢＣＧ：４月23日（月）
〔対象〕平成23年12月15日～
　　　　　平成24年１月22日生まれ

☆ポリオ：４月27日（金）
〔対象〕平成22年７月～11月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター
☆ポリオ：10月３日（月）
〔対象〕平成22年７月～11月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１1：30～１1：45　会場／木島平村診療所

☆ＢＣＧ：５月17日（木）
〔対象〕
平成24年１月23日～２月16日生まれ

す く す く 広 場
と　き　７月22日（金）９：30～11：30
場　所　ケヤキの森公園
　　　　（雨天の場合は保健センター）
持ち物　飲み物、タオル、着替え、敷物など

　　　【子育て支援係　内線２０３】

☆日本脳炎1期追加：11月10日(木)
〔対象〕平成22年１月～６月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

健 康 診 査

　保育園入園前のお子さんとその保護者
に遊び場を開放します。
開放時間　９：30～11：30
開放場所　村民会館第３・４会議室
開放日 　  ３月６・13・27日
　　　　　（毎週火曜日）
おもちゃが必要な場合はご持参ください。
　　　　　 【子育て支援係　内線２０３】

遊び場開放

受付／13：00～１3：3０　会場／木島平クリニック

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆日本脳炎：８月19日（金）
〔対象〕
１期初回２回目：平成19年８月～
　　　　　　　　平成20年１月生まれ
１期追加：平成18年11月～12月生まれ

☆三種混合１期追加：９月30日（金）
〔対象〕平成21年10月～22年3月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター
☆乳幼児健診：５月30日（水）
［対象］
乳　児：平成23年4月・9月・12月生まれ
１歳６か月児：平成22年９月生まれ
２歳児：平成22年３月生まれ
３歳児：平成21年３月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆日本脳炎1期初回2回目：10月20日(木)
〔対象〕平成20年２月～８月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１1：30～１1：45　会場／木島平村診療所

☆ＢＣＧ：11月17日（木）
〔対象〕
平成23年７月24日～８月16日生まれ

※15日は食育指導士による食に関する
　お話があります。

☆乳幼児健診：12月21日（水）
［対象］
乳　児：平成22年12月
　         平成23年５月・８月生まれ
１歳６か月児：平成22年５月生まれ
２歳児：平成21年11月生まれ
３歳児：平成20年11月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆麻しん風しん：２月６日（月）
〔対象〕
平成22年７月～平成23年１月生まれ

☆乳幼児健診：５月30日（水）
［対象］
乳　児：平成23年５月・10月
　         平成24年１月生まれ
１歳６か月児：平成22年10月生まれ
２歳児：平成22年４月生まれ
３歳児：平成21年４月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

お ひ さ ま 教 室
　おひさま教室は、おひさま広場の時
間中、あそびに関する指導・助言や情
報の提供などを行います。
と　き　10：00～11：00
場　所　おひさま保育園（プレールーム）　　　　
５月・６月の予定　
　　　　５月22日　　お散歩！
　　　　５月29日　　保育園のお友達と遊ぼう
　　　　６月５日　　親子ふれあいあそび　
　　　　６月19日　　親子ふれあいあそび
　　　　６月26日　　保健師のはなし
　　　＊６月８日　　子育て講演会
　　　　　　　　会場　保育園遊戯室
　　　　　　　　時間　午後３時15分～４時15分
　　　　【子育て支援係　内線２０３】

エコパーク寒川
燃やせる
ごみ処理量

平成23年4月

 66,830kg 

平成24年4月 前年同月比

 104.5％

燃やせるごみ処理量を減らしましょう。
分別収集とリサイクルにご協力ください。

燃えない
ごみ処理量   6,250kg 

平成24年4月平成23年4月

    84.3％

 63,930kg 

  7,410kg 

前年同月比

毎月第４土曜日、ふう太ネットで
放映中の人権教育ビデオ、５月は『今
日もよか天気たい』です。ぜひご覧
ください。
◇放映月日　５月 26 日（土）
◇放映時間　10 時 30 分、22 時 15 分、
　　　　　　01 時 15 分（１日３回）
◇次回放映日等　６月 23 日（土）
　『ハンセン病　今を生きる』
※人権センターでは、いつでも人権
相談をお受けしています。お気軽に
ご相談ください。
◇問い合せ
・人権推進室     （８２）２３５０
・人権センター（８２）８２２２

笑顔で人権
人権教育ビデオ５月の放映

平成24年度「禁煙週間」
期間　５月 31 日～６月 6 日



人人人の動き ４月届け出分人

ごめいふくをお祈りします
（亡くなられた日）　  （集落）　　 　    （氏　名）　      　    （年齢）
　４ . １            西小路　　 千木良かず江さん  (83)
　４ . ９            北　鴨　　 佐藤　之子　さん  (75)
　４ .11       　 中　島　　 滝沢みさ子　さん  (95)　
　４ .11       　 北　鴨　　 斉藤　隆治　さん  (81)　
　４ .18       　 和　栗　　 松田　清重　さん  (89)
　４ .25       　 西　町　　 石川　修司　さん  (82)　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
原
発
事
故
、
放
射
能

汚
染
・
・
・
。
日
本
の
国
際
的
評
価
は
大
き
く
損
な

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
唯
一

か
ど
う
か
、
高
い
評
価
を
得
た
も
の
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
助
け
合
い
な
が
ら
整
然

と
厳
し
い
状
況
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
姿
で
あ
っ

た
。
日
本
人
な
ら
当
然
の
こ
と
と
思
い
が
ち
で
あ
る

が
、
国
際
的
に
み
る
と
暴
動
や
略
奪
が
発
生
す
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
評
価
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
改
め
て
『
絆
』

の
大
切
さ
が
再
認
識
を
さ
れ
た
。
日
本
社
会
を
形
成

す
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、

再
認
識
と
い
う
中
に
は
「
薄
れ
つ
つ
あ
る
」
と
い
う

こ
と
が
前
提
に
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
災
害
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
等
で
、

『
ふ
る
さ
と
』
が
数
多
く
歌
わ
れ
て
い
た
。
失
わ
れ

た
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
と
と
も
に
、
日
本
社
会
を
形

づ
く
っ
て
き
た
「
日
本
人
の
心
」
そ
の
も
の
へ
の
思

い
で
も
あ
る
。
そ
の
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
の
発
祥
の

地
が
こ
の
北
信
州
で
あ
る
。
そ
し
て
作
詞
者
は
、
下

高
井
農
林
高
校
の
校
歌
も
作
詞
を
し
て
い
る
。
ま
さ

に
「
ふ
る
さ
と
」
は
こ
の
地
に
あ
る
の
だ
。

ふ
る
さ
と
＝
農
村
社
会
に
は
、
今
も
地
域
の
深
い

つ
な
が
り
が
残
っ
て
い
て
、
同
時
に
同
じ
地
で
と
も

に
暮
ら
そ
う
と
す
る
包
容
力
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
。

見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
村
づ
く
り
の
方
向
性
で
あ
る
。

  ３. 31　　　   高木　　聡　さん　　（山口）
  　　　　　     小林あすか　さん　　（原大沢） 
  ４. １　　　   湯本　正樹　さん　　（山ノ内町）
  　　　　　     石川ひとみ　さん　　（西町） 
  ４. 28　　　   芳沢　　翔　さん　　（部谷沢）
  　　　　　     佐藤　春香　さん　　（飯山市） 

 （届出月日）　　 　　 （氏　名）　　　　        （出身地区等）　　 
おしあわせに

  ３ .24    和　栗　岡田　　飛
あすか

 ちゃん ( 徳夫さん・ひろみさん）
  ４ . ４  高　石　山浦　優

ゆうな

奈 ちゃん ( 睦弘さん・智子さん） 

（誕生日）   （集落）     　（氏　名）　　　　　          （父・母）

こんにちは赤ちゃん

 ◆平成 24 年 ５月 15 日（毎月 1 回発行）◆印刷／有限会社　高錦堂印刷所
 ◆発行／〒 389-2392　長野県下高井郡木島平村大字往郷 973-1  木島平村役場　TEL0269-82-3111  

　 自然劇場きじま平ホームページ　http://www.kijimadaira.jp

 　 木島平村田舎いい仲間交流サイト「い～なか交流館」　http://www.kijimadaira-fan.jp

お
姉
ち
ゃ
ん
と
外
で
フ
ラ
フ
ー
プ
や

ボ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
、
ミ
ッ
フ
ィ
ー
や

ぽ
ぽ
ち
ゃ
ん
人
形
が
大
好
き
な
由
季

ち
ゃ
ん
。
納
豆
や
お
味
噌
汁
な
ど
大
豆

を
使
っ
た
食
べ
物
を
よ
く
食
べ
ま
す
。

滝沢　由
ゆ き

季 ちゃん

平成 22 年３月 15 日生まれ
 （西小路／功さん、安世さん）

世帯と人口

1,564（－3） 2,277（－           6）2,518（－            15）4,795（－       21）

５月１日現在（国勢調査に基づく推計値）

213

ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
長
ひ
と
こ
と
（
56
）

村では「農村文明」
の創生に向けた取り
組みを進めていま
す。

木
島
平
村
長　

芳
川
修
二

我が家のアイドル募集中！（２歳ぐらいのお子さんを募集します）
役場情報係まで


